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【科目】プログラム言語
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・3 年次
【担当教員】

濱田 幸弘

【授業目標・教育方針】
　[1] 配列とポインタを理解し、プログラムを作成できること 。
　[2] 繰返しと再帰プログラミングの違いを理解し、プログラムを作成できること。
　[3] 代表的なソーティングアルゴリズム、線形探索アルゴリズム、基本的な組合せ問題アルゴリズムを理解し、プロ
グラムを作成できること。
　[4] 構造体と線形リストを理解し、プログラムを作成できること。
　[5] ファイルへの入出力プログラムを作成できること。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 45 時間である。
C 言語によるプログラミングを通じて、データ構造とアルゴリズムの基礎を学ぶ。データ構造はデータの集まりと
データ間の結合関係を表現したものである。アルゴリズムは問題を解くための手続きで、その手続きで計算すれば有
限時間内に必ず答えを出して計算が終了するようなものをいう。データ構造とアルゴリズムは言わばプログラムの素
であり、効率のよいプログラムを作成するために不可欠な知識である。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：L.Ammeraal 著、小山裕徳訳「C で学ぶデータ構造とプログラム」（オーム社）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
電子情報工学科棟の情報処理実習室で講義と実習を行う。

【メッセージ】
C 言語のデータ型と文法を正しく理解すること。そのうえでデータ構造とアルゴリズムを理解し、自分でプログラミ
ングを行うこと。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：小プログラム 10%
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：小プログラム 10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：プログラム言語）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 7 回 繰返しと再帰 計算量とオーダ表記法
番兵を使った線形探索
ポインタを配列として使う
大域変数と副作用
再帰とは
ユークリッドのアルゴリズム
ホーナーの方法

8 回～ 15 回 配列とファイル操作 直接ソート
クイックソート
マージソート
ヒープソート
ファイルのソート
2 分探索法
ハッシュ法

16 回～ 21 回 組合せ問題 入れ子が可変のループ
順列
組合せ
ナップサック問題
ダイナミックプログラミング

22 回～ 30 回 連結リスト 連結リストとは
連結リストのデータ探索
連結リストのデータ挿入・削除
スタック
キューとリングバッファ
循環リストと重連結リスト
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